
 
 

 

一 

中
高
一
貫
教
育
推
進
の
た
め
の
学
校
教
育
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案 

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
一
条
中
「
高
等
学
校
」
の
下
に
「
、
中
高
学
校
」
を
加
え
る
。 

第
六
条
中
「
及
び
中
学
校
」
を
「
、
中
学
校
及
び
中
高
学
校
」
に
改
め
る
。 

第
三
十
九
条
第
一
項
中
「
初
」
を
「
初
め
」
に
、
「
終
り
」
を
「
終
わ
り
」
に
改
め
、
「
中
学
校
」
の
下
に
「
、
中
高
学

校
」
を
、
「
中
学
部
」
の
下
に
「
若
し
く
は
中
高
部
」
を
加
え
る
。 

第
四
十
八
条
第
二
項
中
「
高
等
学
校
若
し
く
は
こ
れ
に
」
を
「
高
等
学
校
、
中
高
学
校
若
し
く
は
こ
れ
ら
に
」
に
改
め
る
。 

第
四
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。 

第
四
章
の
二 

中
高
学
校 

第
五
十
一
条
の
二 

中
高
学
校
は
、
小
学
校
に
お
け
る
教
育
の
基
礎
の
上
に
、
心
身
の
発
達
に
応
じ
て
、
中
等
普
通
教
育
並
び

に
高
等
普
通
教
育
及
び
専
門
教
育
を
一
貫
し
て
施
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

第
五
十
一
条
の
三 

中
高
学
校
に
お
け
る
教
育
に
つ
い
て
は
、
前
条
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
目
標

の
達
成
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



 

 
 

 

二 

一 

国
家
及
び
社
会
の
有
為
な
形
成
者
と
し
て
必
要
な
資
質
を
養
う
こ
と
。 

二 
社
会
に
お
い
て
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
使
命
の
自
覚
に
基
づ
き
、
個
性
に
応
じ
て
将
来
の
進
路
を
決
定
さ
せ
、
一

般
的
な
教
養
を
高
め
、
専
門
的
な
技
能
に
習
熟
さ
せ
る
こ
と
。 

三 

社
会
に
つ
い
て
、
広
く
深
い
理
解
と
健
全
な
批
判
力
を
養
い
、
個
性
の
確
立
に
努
め
る
こ
と
。 

四 

ゆ
と
り
の
あ
る
学
校
生
活
の
中
で
、
多
方
面
に
わ
た
る
交
流
及
び
経
験
を
通
じ
た
教
育
並
び
に
個
性
に
応
じ
た
多
様
性

の
あ
る
教
育
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
助
、
自
立
及
び
共
生
の
精
神
を
養
う
こ
と
。 

第
五
十
一
条
の
四 

中
高
学
校
の
修
業
年
限
は
、
六
年
と
す
る
。 

第
五
十
一
条
の
五 

中
高
学
校
の
第
三
学
年
を
修
了
し
た
者
は
、
中
学
校
を
卒
業
し
た
者
と
み
な
す
。 

第
五
十
一
条
の
六 

中
高
学
校
の
学
科
及
び
教
科
に
関
す
る
事
項
は
、
第
五
十
一
条
の
二
及
び
第
五
十
一
条
の
三
の
規
定
に
従

い
、
監
督
庁
が
、
こ
れ
を
定
め
る
。 

第
五
十
一
条
の
七 

都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
は
、
性
行
不
良
で
あ
つ
て
他
の
生
徒
の
教
育
に
妨
げ
が
あ
る
と
認
め
る
中
高
学

校
の
学
齢
生
徒
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
保
護
者
に
対
し
て
、
学
齢
生
徒
の
出
席
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。 

第
五
十
一
条
の
八 

学
齢
生
徒
に
係
る
事
項
を
除
き
、
中
高
学
校
に
関
す
る
入
学
、
退
学
、
転
学
そ
の
他
必
要
な
事
項
は
、
監



 
 

 

三 

督
庁
が
、
こ
れ
を
定
め
る
。 

第
五
十
一
条
の
九 

中
高
学
校
に
は
、
校
長
、
教
頭
、
教
諭
、
養
護
教
諭
及
び
事
務
職
員
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

中
高
学
校
に
は
、
前
項
の
ほ
か
、
養
護
助
教
諭
、
実
習
助
手
、
技
術
職
員
そ
の
他
必
要
な
職
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。 

第
五
十
一
条
の
十 
第
二
十
一
条
、
第
二
十
八
条
第
三
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
、
第
三
十
四
条
及
び
第
五
十
条
第
三
項
か
ら
第

五
項
ま
で
の
規
定
は
、
中
高
学
校
に
、
こ
れ
を
準
用
す
る
。 

第
五
十
六
条
中
「
高
等
学
校
」
の
下
に
「
若
し
く
は
中
高
学
校
」
を
加
え
る
。 

第
七
十
一
条
中
「
又
は
高
等
学
校
」
を
「
、
高
等
学
校
又
は
中
高
学
校
」
に
改
め
る
。 

第
七
十
二
条
第
二
項
中
「
中
学
部
の
」
を
「
中
学
部
又
は
中
高
部
の
」
に
、
「
前
項
」
を
「
前
三
項
」
に
、
「
及
び
中
学
部

を
」
を
「
、
中
学
部
及
び
中
高
部
を
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
及
び
中
学
部
」
を
削
り
、
同
項
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
項

の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。 

 

盲
学
校
、
聾ろ

う

学
校
及
び
養
護
学
校
に
は
、
小
学
部
の
ほ
か
、
中
学
部
又
は
中
高
部
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

特
別
の
必
要
の
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
小
学
部
、
中
学
部
又
は
中
高
部
の
み
を
置
く 

こ
と
が
で
き
る
。 



 

 
 

 

四 

第
七
十
三
条
中
「
高
等
部
」
の
下
に
「
及
び
中
高
部
」
を
、
「
高
等
学
校
」
の
下
に
「
、
中
高
学
校
」
を
加
え
る
。 

第
七
十
五
条
第
一
項
中
「
及
び
高
等
学
校
」
を
「
、
高
等
学
校
及
び
中
高
学
校
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
行
な
う
」
を

「
行
う
」
に
改
め
る
。 

第
七
十
六
条
中
「
及
び
第
五
十
一
条
」
を
「
、
第
五
十
一
条
及
び
第
五
十
一
条
の
十
」
に
改
め
、
「
、
第
五
十
一
条
」
の
下

に
「
、
第
五
十
一
条
の
十
」
を
加
え
、
「
第
五
十
条
ま
で
」
を
「
第
四
十
九
条
ま
で
、
第
五
十
条
（
第
五
十
一
条
の
十
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
五
十
一
条
の
四
、
第
五
十
一
条
の
五
、
第
五
十
一
条
の
八
、
第
五
十
一
条
の
九
」
に
改
め

る
。 第

八
十
二
条
の
三
第
三
項
中
「
高
等
学
校
若
し
く
は
こ
れ
に
」
を
「
高
等
学
校
、
中
高
学
校
若
し
く
は
こ
れ
ら
に
」
に
、

「
高
等
学
校
に
お
け
る
」
を
「
高
等
学
校
又
は
中
高
学
校
に
お
け
る
」
に
改
め
る
。 

第
百
六
条
第
一
項
中
「
第
七
十
三
条
」
を
「
第
五
十
一
条
の
六
、
第
五
十
一
条
の
八
（
第
七
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
、
第
七
十
三
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
高
等
学
校
」
の
下
に
「
、
中
高
学
校
」
を
加
え
る
。 

第
百
七
条
中
「
高
等
学
校
」
の
下
に
「
、
中
高
学
校
」
を
、
「
第
五
十
一
条
」
の
下
に
「
、
第
五
十
一
条
の
十
」
を
加
え

る
。 



 
 

 

五 

附 

則 
１ 
こ
の
法
律
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
中
高
学
校
と
い
う
名
称
を
用
い
て
い
る
専
修
学
校
、
各
種
学
校
そ
の
他
学
校
教
育
法
第
一
条

に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
教
育
施
設
は
、
改
正
後
の
同
法
第
八
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
法
律
の
施

行
の
日
か
ら
一
年
間
は
な
お
従
前
の
名
称
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

４ 

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
い
必
要
と
な
る
関
係
法
律
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
つ
い
て

は
、
別
に
法
律
で
定
め
る
。 





 
 

 

七 

理 

由 
我
が
国
の
中
等
教
育
の
現
状
に
か
ん
が
み
、
中
高
一
貫
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、
中
高
学
校
の
制
度
を
設
け
る
必
要
が
あ

る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 


